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１ 実施概要 

（１）目的 

自主防災組織等の指導的立場にある者を対象とし、知識、技能を習得させるとともに、その

役割についての自覚を高め、地域における自主防災組織活性化のために活躍できる「人」及び

「組織」づくりを、積極的に推進できる人材の養成を目的とする。 

 

（２）研修会概要  

ア 実施主体 

主催：栃木県 

共催：（公財）栃木県消防協会、（一財）日本防火・防災協会 

    後援：消防庁 

イ 日程及び会場 

第１回 ７月８日（火）基礎コース① 

宇都宮大学峰キャンパス（宇都宮市峰町 350 番地） 

第２回 ８月８日（金）応用コース 

宇都宮大学陽東キャンパス（宇都宮市陽東７丁目１番２号） 

第３回 11 月５日（水）基礎コース② 

矢板市文化スポーツ複合施設（矢板市末広町 49番地１） 

  

３ 研修プログラム 

  次頁以降に記載 

 

４ 参加者 

今後自主防災組織を結成しようとする地域の構成員、自主防災組織の指導的立場にある者又

はその補佐的立場にある者、その他受講することが適当である者 

第１回 59 名（宇都宮大学峰キャンパス） 

第２回 46 名（宇都宮大学陽東キャンパス） 

第３回 54 名（矢板市文化スポーツ複合施設） 

         合計 159 名 

 

 

 

 

 

 

 







 



 





５ 参加者アンケート結果

（１）第 1回
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ID
【自由意見】本研修や自主防災組織の運営に係る悩みなど、何でもけっこうですので御意見が
あれば御記載ください。

1 近藤先生のお話はポイントを絞っていただいたほうがよいと思う。HUGは有益。
2 いつも大変勉強になります。今後ともよろしくお願い致します。
3 凄く勉強になりました。ありがとうございました。

4
弊自治会は高齢者率が高く、自主防災組織そのものの編成や活動をどうすべきかが悩みであ
る。

5 これからも研修お願いします
6 為になりました。
7 自分の住んでいる地域が平穏なところなので、あまり危機感がない状況です。
8 配布資料をダウンロードできると良いです
9 防災訓練について、もう少し充実したものにしたい。
10 とても有意義な時間をありがとうございました。また参加させて頂きます。

11
組織は作ったが、活動が広まらない。自治会内での協力を高める事が難しいので、市の支援を
お願いしたい。

12 今年度から少しづつやっていきたいですが、防災意識の向上を図るものを教えてほしい。
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（２）第 2回
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ID
【自由意見】本研修や自主防災組織の運営に係る悩みなど、何でもけっこうですので御意見
があれば御記載ください。（任意）

1
座学より体験型の研修会を今後も望む。
実際には避難所開設に於ける体験型の訓練や受け入れ訓練など。
また、障がい者・外国人などの対応もどこように対応するのか体験したいと思います。

2 実際の避難所で起きた問題点等を知りたい
3 市町村と自治会との具体的な協議をしたい

4
大変ためになりました。
地域にかえり、また災害に備える準備をします。

5 いつも素晴らしい研修をありがとうございます
6 いつも素晴らしい研修をありがとうございます
7 同じ地区の防災士と同じグループにしてもらえたことがよかった。
8 大変役にたちました。ありがとうございます。

9
研修お世話になりました。
この様な研修は勉強になりますので、是非継続して頂きたく、宜しくお願い致します。

10 ｢自助｣の普及啓発をどのように進めるか
11 大学生と一緒に受けられて新鮮な気持ちで出来ました。大変良かったです。

12
おせわになりました。学生さんとの講義は楽しかったです。
自分の地区の防災会では、役員の高齢化や防災訓練のワンパターン化など、課題がたくさん
あります。少しずつ向き合っていきたいと思います。

13
様々な研修がとても楽しく学ばせていただきました。様々地区の実情や意見も伺うことが出
来、改めて刺激になりました。意見交換の機会をこれからももてればと思います。どうぞよろ
しくお願いいたします。

14 避難訓練の参加する人が少ない。良い方法がないか苦慮しています。
15 学生が入るなら、各班に分散してもよかったのではと思います。

16
特に避難所運営が役に立ち、班の考えを学生に披瀝し、学生に納得してもらったのは良かっ
た。

17 学生との研修が良かった！
18 学生の視点に触れることができとても新鮮でした。

19
今までにない学生達の考え方も参考になり、大変面白い研修でした。継続的に実施して多く
の方に参加していただきたいと思います。

20
自主防災計画を住民に周知できない。
防災訓練の参加者も減少しているのが問題です。

21
大変役にたちました
持ち帰って共有します

22 自治会以外の人命救助
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（３）第 3回
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ID
【自由意見】本研修や自主防災組織の運営に係る悩みなど、何でもけっこうですので御意見
があれば御記載ください。（任意）

1

ここからどうやって自主防災組織を立ち上げるのか…やはり自分が立つしかないのかと思い
ました。
様々な演習、ためになりました。
ありがとうございました。

2 自主防災組織のしょだ
3 役員のなりてが少ないので、組織運営が困難である
4 市、学校、他の行政区との連携の仕方

5
いつも大変お世話になっております
毎回本当に勉強になります
今後ともよろしくお願い致します

6 大変参考になりました。
7 今後も参加の予定
8 行政側の対応状況が知りたい
9 地区での公助の役割はどこまでかを明確にしていきたい。
10 初めて出ましたが、大変勉強になりました。

11
防災集会への人集め
継続の為の施策

12 防災の計画､運営をすべき人材を育成する資料が有れば､次の世代へ繋いでいきたい。
13 住民の関心、意識を高める為の施策、具体的行動に、どのように取り組むのか？

14
「気になること」の解決に向けての各班ごとへの「回答」を戴くことが出来なかったのが残念
であった。

15
体育館での開催は、寒すぎて風邪をひきそうです。また、スピーカーの声が反響して何を喋っ
ているのかさっぱりわからないです。会場の選定をよく吟味してください。

16

本年3月、矢板市の支援をいただき地区防災計画を策定し、行政区総会で承認。年間スケ
ジュールに沿って、公民館に防災倉庫を設置して防災用備品の購入を始めたが、これらの経
費は行政区財政に与える影響が非常に大きい。行政区の予算から2年から3年かけて備品は
揃えていく予定。11月には行政区始まって初めての防災訓練を矢板市や消防署の協力をい
ただき実施する。初めてのことばかりで手探りしながらの出発となっている。

17

10年くらい前に組織表を作成したようだが、その表が形だけで全く活用されていない。それ
に多少の修正を加えて新しい組織表を作成する予定ですが、役員や班長さんの交代により継
続できるか不安である。また組織表作成にあまり関心がない人が多過ぎる。非常に残念なこ
とです。
ただ、今回経験したまちあるきは、比較的簡単にでき意外な発見が多々あると思うので、早
めに実施したいと考えています。まちあるきを定期的に行えば組織表作成よりも効果がある
と思います。

18 研修参加者を地区から他の役員、受講を希望します
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